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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合がありま
す。小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や
施設利用時には、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

日本一大きな丸ポスト完成
（平成21年）

小
平
市
年
表

明
暦
２
年
（
１
６
５
６
）
小
川
九
郎
兵
衛
、
小
川
の
開
拓
を
開
始

享
保
９
年
（
１
７
２
４
）
小
川
新
田
、
大
沼
田
新
田
、
鈴
木
新
田
、
野
中
新
田
の

開
発
開
始

〃 

１１
年
（
１
７
２
６
）
廻
り
田
新
田
が
成
立

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
現
在
の
小
平
全
域
、
神
奈
川
県
に
編
入

〃 

６
年
（
１
８
７
３
）
現
・
一
小
、
現
・
二
小
開
校

〃 

１３
年
（
１
８
８
０
）
桜
蔭
学
校
（
現
・
三
小
）
開
校

〃 

２２
年
（
１
８
８
９
）
小
平
村
誕
生

〃 

２６
年
（
１
８
９
３
）
三
多
摩
が
東
京
府
に
編
入

〃 

２７
年
（
１
８
９
４
）
川
越
鉄
道（
現
・
西
武
国
分
寺
線
）開
通
、
小
川
駅
設
置

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
西
武
鉄
道
（
現
・
西
武
新
宿
線
）
開
通

〃 

３
年
（
１
９
２
８
）
多
摩
湖
鉄
道
（
現
・
西
武
多
摩
湖
線
）
開
通

〃 

４
年
（
１
９
２
９
）
昭
和
病
院
開
業

〃 

６
年
（
１
９
３
１
）
女
子
英
学
塾
（
現
・
津
田
塾
大
学
）
小
平
に
移
転

〃 

８
年
（
１
９
３
３
）
東
京
商
科
大
学
予
科
（
現
・
一
橋
大
学
小
平
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
）
小
平
に
移
転

〃 

１８
年
（
１
９
４
３
）
東
京
都
制
施
行

〃 

１９
年
（
１
９
４
４
）
小
平
町
制
施
行

〃 

２２
年
（
１
９
４
７
）
小
平
中
学
校
（
現・一
中
）

開
校

〃 

３２
年
（
１
９
５
７
）
白
梅
学
園
短
期
大
学
開
校

〃 

３６
年
（
１
９
６
１
）
武
蔵
野
美
術
大
学
開
校

〃 

３７
年
（
１
９
６
２
）
小
平
市
制
施
行

〃 

３９
年
（
１
９
６
４
）
市
庁
舎
新
築
移
転
（
現
・

中
央
公
民
館
）。中
央
公
民

館
開
館
（
現
・
仲
町
公
民

館
）

〃 

４１
年
（
１
９
６
６
）
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生

組
合
ご
み
焼
却
場
完
成

〃 

４４
年
（
１
９
６
９
）
八
小
校
内
で
古
代
の
建
物
跡
発
見
（
八
小
遣
跡
）

〃 

４６
年
（
１
９
７
１
）
あ
か
し
あ
通
り
開
通

〃 

４７
年
（
１
９
７
２
）
市
制
施
行
１０
周
年
。
福
祉
会
館
開
館

〃 

４８
年
（
１
９
７
３
）
武
蔵
野
線
開
通
、
新
小
平
駅
設
置

〃 

４９
年
（
１
９
７
４
）
鈴
木
遺
跡
本
格
調
査
開
始

〃 

５０
年
（
１
９
７
５
）
小
平
市
図
書
館
（
現
・
仲
町
図
書
館
）
開
館

〃 

５１
年
（
１
９
７
６
）
第
１
回
小
平
市
民
ま
つ
り
開
催

〃 

５３
年
（
１
９
７
８
）
北
海
道
小
平
町
と
姉
妹
都
市
締
結

〃 

５４
年
（
１
９
７
９
）
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
開
所

〃 

５５
年
（
１
９
８
０
）
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
開
所

〃 

５７
年
（
１
９
８
２
）
市
制
施
行
２０
周
年

〃 

５８
年
（
１
９
８
３
）
市
庁
舎
新
築
移
転

〃 

５９
年
（
１
９
８
４
）
野
火
止
用
水
に
清
流
復

活
。
平
櫛
田
中
館
（
現
・

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
）

開
館

〃 

６０
年
（
１
９
８
５
）
市
民
総
合
体
育
館
開
館
。障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所
。

中
央
図
書
館
、
仲
町
図
書
館
開
館

〃 

６１
年
（
１
９
８
６
）
玉
川
上
水
に
清
流
復
活

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
都
市
計
画
道
路
（
青
梅
街
道
〜
野
火
止
用
水
）
開
通
。

〃 
２
年
（
１
９
９
０
）
健
康
セ
ン
タ
ー
開
所

〃 

４
年
（
１
９
９
２
）
市
制
施
行
３０
周
年

〃 

５
年
（
１
９
９
３
）
小
平
ふ
る
さ
と
村
開
園
。
市
民
文
化
会
館
（
ル
ネ
こ
だ

い
ら
）
開
館

〃 

７
年
（
１
９
９
５
）
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
（
公
共
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
）

開
館

〃 

１０
年
（
１
９
９
８
）
鈴
木
遺
跡
資
料
館
移
転
・
開
館

〃 

１４
年
（
２
０
０
２
）
市
制
施
行
４０
周
年
。
Ｆ
Ｃ
東
京
練
習
場
、
小
平
グ
ラ
ン

ド
へ
移
転
。
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
開
設

〃 

１６
年
（
２
０
０
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
行
運
行
開
始
。
小
平
元
気
村
お

が
わ
東
開
設

〃 

１７
年
（
２
０
０
５
）
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
開
始
。
小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣

言
制
定

〃 

１８
年
（
２
０
０
６
）
新
小
金
井
街
道
の
青
梅
街
道
か
ら
東
京
街
道
間
が
開

通
。
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転
。
第
１
回
灯
り
ま

つ
り
開
催

〃 

２１
年
（
２
０
０
９
）
日
本
一
大
き
な
丸
ポ
ス

ト
が
完
成
。
小
平
市
自

治
基
本
条
例
施
行

〃 

２２
年
（
２
０
１
０
）
小
平
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設

〃 

２４
年
（
２
０
１
２
）
市
制
施
行
５０
周
年
。
鈴

木
遺
跡
が
東
京
都
指
定

有
形
文
化
財
（
史
跡
）

に
指
定
。「
小
平
市
史
」

刊
行

〃 

２７
年
（
２
０
１
５
）
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
開
館

〃 

２８
年
（
２
０
１
６
）
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
設
立

〃 

２９
年
（
２
０
１
７
）
新
五
日
市
街
道
線
の
小
川
町
一
丁
目
区
間
が
開
通

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
小
平
市
第
四
次
長
期
総
合
計
画
開
始
。
鈴
木
遺
跡
が
国

史
跡
に
指
定

〃 

４
年
（
２
０
２
２
）
市
制
施
行
６０
周
年

建築中の小平市役所
（昭和56年撮影）

市制施行祝賀パレード
（昭和37年）

小平町制施行の記念撮影
（昭和19年）

小川村絵図
（小川家文書）
宝永 2（１７05）
～正徳 3年
（１７１３）頃

たかの街道の
様子
令和 ４年撮影

問題　下の標題を読んでみよう。

今でも残る
風景や地名

用水の風景

小川村を通る「御鷹の道」

ネットde古文書講座

村々は、玉川上水から分水路を引き、飲
み水・用水を得ていました。分水路は今
も、市内各所で見ることができます。

尾張家の鷹場は、現小平市域を含む多摩
郡などに設けられていました。
「御鷹の道」（現たかの街道）は、鷹狩
の際の鷹を訓練する鷹匠らが通行した道
で、現在の小平第三中学校の北側を通
り、市役所の南側を経て、玉川上水にか
かる寺橋に至ります。

【参考・引用文献】
▷「小平市史別冊図録　近世の開発と村
のくらし」、小平市、平成２５年発行
▷「小平市史別冊写真集　こだいらの「郷
土写真」」、小平市、平成２５年発行
▷「小平市史」、小平市、平成２５年発行

小平市立図書館ホームページ
のネットｄｅ古文書講座（右
図ＱＲコードからアクセス）
では、身近なくずし字や小川
家文書などの古文書の読み方
を紹介しています。

「村鑑帳」とは江戸時代、村「村鑑帳」とは江戸時代、村
ごとの概況を記した村勢要覧ごとの概況を記した村勢要覧
詳しくは、古文書講座基礎編詳しくは、古文書講座基礎編
「表題を読んでみよう」をご「表題を読んでみよう」をご
覧ください。覧ください。

答え

宝
暦
六
年

村
鑑
帳

子
ノ
五
月　
多
摩
郡小川

村

　
戦
国
時
代
ま
で
の
武
蔵
野
は
、
付
近
に
大
き
な
川
が
な
く
、
地
下
水
位

も
低
か
っ
た
た
め
、
飲
料
水
の
入
手
が
困
難
で
、
人
が
定
住
で
き
る
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く
と
、
江
戸

は
急
速
に
発
展
し
ま
す
。
武
蔵
野
に
は
、
江
戸
に
物
資
を
運
ぶ
道
路
や
水

を
引
く
た
め
の
上
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
承
応
３
年（
１
６
５
４
）に

は
、羽
村
か
ら
江
戸
ま
で
多
摩
川
の
水
を
引
い
た
玉
川
上
水
が
開
通
し
、翌

年
に
野
火
止
用
水
が
完
成
し
て
、武
蔵
野
の
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
小
川
村
は
、
明
暦
２
年
（
１
６
５
６
）
に
、
小
川
九
郎
兵
衛
の
主
導
に

よ
り
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
九
郎
兵
衛
は
石
灰
伝
馬
継
な
ど
往
来
の
人
馬
を
助

け
る
た
め
に
自
費
を
も
っ
て
新
田
開
発
を
願
い
出
ま
す
。
現
小
平
市
域
で

は
最
も
古
い
村
で
す
。

村
が
で
き
る
ま
で

市
で
最
も
古
い
小
川
村

小川村で最も古い地図です。南側に「江戸御水道（玉川上水）」が流れ、西端から分水された「のびとめ水
道（野火止用水）」が北東へ向かっています。中央を左右に走るオレンジ色の太い線が今の青梅街道です。
小川村の景観を特徴付けるのが、青梅街道沿いの短冊型地割です。整然と計画された短冊型の地割の様子
は、今もうかがうことができます。
令和 ２年、この絵図をお持ちだった小川九郎兵衛の子孫の方から小平市に寄贈され、今では小平市中央図
書館に保管されています。

描かれた小川村
現在の小川町 １丁目
延宝 2年頃「小川村地割図」
（小川家文書）

描かれた野中新田善左衛門組
明治 ２年 ９月「村絵図」（野中家文書）
青梅街道や五日市街道など、各街道に沿って家が描かれて
おり、当時の家数と一致する。

貫井橋の様子
令和 ４年撮影

鈴木新田名主の家
昭和３２年

大沼田新田の地割図
享保２１年 ３ 月「村絵図」（當麻家文書）

小川用水 新堀用水

大沼田新田の水車
天保１０年 ３ 月「村絵図」（當麻家文書）

文化１１年（１８１４）「村絵図」（斉藤家文書）
玉川上水と五日市街道・小川新田境（廻り田
道）などの道と、多くの水路が描かれている。

小川弥市の開発願い
享保 ７年（１７２２）9 月「乍恐以書付奉願上候」（小川家文書）

武蔵野乃
一本榎跡
宝永元年（１７０４）、武蔵野にそび
え立ち、青梅街道を往来する人
々の目印となっていた一本榎。
当時の榎は枯木となり、現在の
ものは孫木にあたります。

地図でたどる小平

　
小
川
新
田
の
開
発
は
、
享
保
７
年
（
１

７
２
２
）
に
、
小
川
弥
市
と
小
川
村
が
願

い
出
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。「
東
は

小
川
村
境
か
ら
一
本
榎
ま
で
、
南
北
は
玉

川
上
水
際
か
ら
山
口
領
江
戸
道
ま
で
開
発

し
た
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
願
書
を
差
し

出
し
ま
す
。
同
９
年
に
許
可
さ
れ
、
双
方

に
開
発
地
が
割
り
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
新
田
は
、
貫
井
村
（
現
小
金
井
市
）
の
名

主
鈴
木
利
左
衛
門
と
百
姓
が
開
発
を
何
度
も
試

み
、
享
保
９
年
（
１
７
２
４
）
よ
う
や
く
許
可
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
一
時
、
野
中
新
田
に
含
ま

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
玉
川
上
水
に
架
か
る

貫
井
橋
の
名
称
は
、
開
発
当
初
、
利
左
衛
門
が
貫

井
村
か
ら
通
っ
た
際
に
利
用
し
た
こ
と
か
ら
付
け

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
廻
り
田
村
（
現
東
村
山
市
）
を
本

村
と
す
る
新
田
で
、
他
の
村
に
比
べ

て
開
発
に
関
わ
る
時
期
は
若
干
遅

く
、
家
数
も
江
戸
時
代
後
期
に
は
十

五
軒
前
後
と
、
７
か
村
で
は
最
も
面

積
が
狭
い
村
で
し
た
。

　
大
沼
田
新
田
は
、
大
岱
村
（
現
東

村
山
市
）
の
當
麻
弥
左
衛
門
ら
が
開

発
を
主
導
し
た
村
で
す
。
地
割
図
か

ら
は
東
西
を
貫
く
「
大
岱
新
田
南
通

り
」（
現
東
京
街
道
）
や
所
沢
道
な

ど
、
街
道
に
沿
っ
て
地
割
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
１８
世
紀
中
頃
よ
り
、
武
蔵
野
の
村

々
で
は
河
川
・
用
水
路
に
多
く
の
水

車
が
し
か
け
ら
れ
、
生
産
し
た
穀
物

の
製
粉
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
右
の

絵
図
に
は
、
各
所
に
「
〇
〇
水
車
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
鈴
木
新
田
・

大
沼
田
新
田
を
通
る
分
水
路
に
は
、

い
く
つ
も
の
水
車
が
し
か
け
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
小
川
分
水
の
開
削
は
、
開
発
願
い

が
許
可
さ
れ
た
の
ち
、
最
初
に
取
り

組
ま
れ
た
工
事
と
み
ら
れ
ま
す
。
小

川
九
郎
兵
衛
は
、
こ
れ
に
私
費
を
投

じ
て
尽
力
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

市
域
北
側
の
取
水
口
は
、
明
治
時
代

の
初
め
に
新
堀
用
水
に
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
野
中
新
田
は
、
享
保
期

に
成
立
し
た
武
蔵
野
新
田

の
う
ち
、
開
発
当
初
は
最

も
面
積
の
広
い
村
で
し

た
。
享
保
１７
年
（
１
７
３

２
）
１０
月
に
は
、
与
右
衛

門
・
善
左
衛
門
・
六
左
衛

門
・
利
左
衛
門
の
４
名
に

名
主
が
命
じ
ら
れ
、
野
中

新
田
与
右
衛
門
組
・
善
左

衛
門
組・六
左
衛
門
組（
現

国
分
寺
市
）、
鈴
木
新
田

の
４
つ
の
組
（
村
）
が
成

立
し
ま
し
た
。

小
川
新
田

鈴
木
新
田

廻
り
田
新
田

大
沼
田
新
田

野
中
新
田
善
左
衛
門
組
・

野
中
新
田
与
右
衛
門
組

小
川
分
水
に
続
く
取
水
口

野火止用水（左）と新堀用水（右）の分水口
１９５７年飯山達雄氏撮影・喜平図書館所蔵

七つの村・小平のはじまり

玉川上水・野火止用水
主要な道路（一部推定）

※主要な道路、水路の名称は現在のもの

五日市街道
鎌倉街道

たかの街道

五日市街道
玉川上水

鈴木街道

小金井街道

東京街道

府中街道
野火止用水

青梅街道

野火止用水と
新堀用水の分水口

寺橋

小川村 小川新田

大沼田新田

廻り田新田

鈴木新田

野中新田
善左衛門組

野中新田
与右衛門組

立川通り

貫井橋

武蔵野乃一本榎

現在の小平市域は、江戸時代前期と中期（享保期）の開発によって成立した村々
からなっています。近世以降に開発された村を、一般に「新田村」と呼びますが、
この新田村７か村のみで市域が構成されているという点は、近隣の自治体でもあ
まり例がなく、小平の特徴といえます。

小 川 村 中島町・栄町・小川町・小川西町・小川東町・たかの台・津田町・学園西町の辺り
小 川 新 田 仲町・学園東町・学園西町・喜平町・上水本町・上水新町の辺り
野中新田善左衛門組 天神町・鈴木町・上水南町・御幸町の辺り
野中新田与右衛門組 花小金井・花小金井南町・大沼町の辺り
鈴 木 新 田 鈴木町・花小金井南町・上水本町の辺り、天神町・御幸町・上水新町の一部
大 沼 田 新 田 大沼町・美園町の辺り、天神町・花小金井の一部
廻 り 田 新 田 回田町の辺り、鈴木町の一部


